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vol .009 ［ 5 日で 5000 枚の約束。  ］ 

被災地の子どもたちへ絵本を届けるプロジェクト「3.11 絵本プロジェクトいわて」でボランティアスタッフとして被災地に絵本を届けてきた小綿さん（写真右側）との対談を12-13ページで。
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[ 活動報告 ]
082022 0720

23

月 月訓練活動

災害時の活動をスムーズにするため、畳が届くことを広く知っていただくための
防災訓練やイベントへの参加。すべては畳店にできる前もっての準備です。

5000枚の約束。参加畳店は日頃から、
防災訓練への参加や、自治体との積極
的な協定締結を行っています。
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災害時の活動をスムーズにするための自治体との協定。
各地域の畳店が積極的に自治体にお声がけさせていただき、活動しています。

[ 活動報告 ]
協定締結 082022 0720

23

月 月

08/28

09/04

09/04

09/29

10/02

【愛知県】春日井市防災訓練に参加。

【岐阜県】下呂市防災訓練に参加。

【群馬県】渋川市「みんなのＥＸＰＯ2022」に参加。

【愛知県】名古屋市防災訓練に参加。

【岐阜県】高山市防災訓練に参加。

10/15 【千葉県】多古町防災訓練に参加。

10/29 【兵庫県】姫路市防災訓練に参加。

10/22 【東京都】  青梅市防災訓練に参加。

10/30 【東京都】立川市防災訓練に参加。

10/30 【徳島県】徳島市防災訓練に参加。

10/30 【奈良県】奈良市防災訓練に参加。

01/14

01/29

【兵庫県】伊丹市防災訓練に参加。

【大阪府】高槻市防災訓練に参加。
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08/27 【神奈川県】平塚市防災訓練に参加。

08/27 【愛知県】豊橋市防災訓練に参加。

A

P

F

H

O

01/18 【岩手県】盛岡市と防災協定を締結。 B

09/12 【大阪府】羽曳野市と防災協定を締結。 A

2022年

2023年

2022年

2023年 03/20 【茨城県】東海村と防災協定を締結。

07/07 【三重県】熊野市と防災協定を締結。 F

E

D

C

03/09 【神奈川県】大磯町と防災協定を締結。

02/10 【神奈川県】  相模原市と防災協定を締結。

10/22 【東京都】日野市防災訓練に参加。 J
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07/22 【東京都】町田市「防災フェスタ」に参加。 Q

Q
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【西日本豪雨災害】（2018年7月）
台風 7号および梅雨前線等による集中豪雨で、西日本を中心に広域的かつ同時多発的に河川の氾濫、がけ崩れ

等が発生。死者 223 名、家屋の全半壊等 20,663 棟、家屋浸水 29,766 棟など甚大な被害が広範囲で発生。

目に見えない心の復興を
今も支え続ける団体があります。
（倉敷市真備町）

台風 19 号で千曲川の堤防が決壊。多くの住民が避難生活を
しながら壊れた家の片付けを続ける日々でした。家の片付
けをするのに子どもは危険。かといって子どもがいると家
族の中で面倒を見る大人が必要となり、片付けがなかなか
進まない状況が生まれていました。そんな中、被災した家
庭の子どもを預かるボランティア活動もありました。

長野市にはその活動をきっかけにオープンした託児所があ
ります。立ち上げたのはボランティアに参加していた利根
真理子さん。活動を続ける中で「年末年始や週末も関係な
く預かる場所が大事だと痛感した」と託児所の開所を決心
し、2021 年に 365 日対応の託児所「注文の多い託児所けん

けんぱっ」をオープン。「どんな人でも、それがたとえ一人
でも、子どもを預けたいと思う人がいれば預かる場所を作
りたかった」と、当日急な予約でも預かるそう。「子どもを
預けたいタイミングや困っている事情は人それぞれ。でも
保護者が『子どもがいるから』って諦めるのではなく、や
りたいことをできるお手伝いがしたいんです。そして災害
がまた起こったときに『今の自分には何ができるだろう』
ということを常に考えています」と利根さん。預ける先が
ある安心を届けてくれていると思います。

左右田光　(株 )インテック左右田　（長野県・長野市）

 West Japan
 rain disaster

災害後、地元の青少年育成会が主体となって、体育館
で寝泊まりする防災訓練をしていましたが、コロナも
あって寝泊まりができなくなり、最近では防災倉庫の
確認をしたり、茨城県の気象台の方に来てもらって雨
の降り方や雲のでき方なども勉強したりしています。

このあたりは土地が低いので、昔は農家さんの納屋に
は舟が吊るしてあったので、プールでカヌーに乗る練
習もしています。

吉谷 晃　よしや畳店（茨城県・つくばみらい市）

【関東・東北豪雨】（2015年9月）
関東地方北部から東北地方南部を中心として 24 時間雨量が 300 ミリ以上の豪雨に。

それに伴い茨城県の鬼怒川の堤防が決壊するなど大規模な被害をもたらした。

気象の勉強から
プールでカヌーに乗る練習まで。
（つくばみらい市）

被災者の子どもを預かるボランティアが
きっかけでオープンした託児所。（長野市）

日本各地で起こる災害。当プロ
ジェクトでは地元の畳店メン
バーと連携しながら必要に応じ
て避難所などに畳を届けてきま

T
yphoon H

agibis

【東日本・台風19号】（2019年10月）
台風 19 号の影響で静岡県や新潟県、関東甲信地方、東北地方を中心に広い範囲で記録的な大雨に。

広い範囲で河川の氾濫が相次いだほか、浸水害、土砂災害等やライフラインの被害も発生。

40 年ぶりに死者 100 人を超える台風となった。

5 年が経ち、河川の付け替え工事も順調に進み、令和 5
年度末に完成予定です。ただ真備町を中心に人口は災
害後にぐんと減り、その後戻ってきてはいますがまだ
まだ災害前ほどにはなっていません。
ほぼ全ての家屋が全壊した真備町川辺地域では災害当
時、地域に避難所や支援拠点がなかったことから、住
民が中心となって立ち上げた「川辺復興プロジェクト
あるく」という団体があります。地域防災やつながり
づくりなど活動を続けています。代表の槙原さん「い
つまで活動を続けるべきなのかは考えることもありま
す。でも命は助かっても当時の辛さや怖さを抱えて苦
しんでいる方はまだまだいらっしゃる。心の復興とと

もに活動していく団体だと思っています。この団体が
存在すること自体が、この地域で暮らしていく心の安
心につながっていると言っていただくことも。だから
継続することが大事なんじゃないかとも思うんです。
そして命だけじゃなくて『心を守る避難』をできるだ
け多くの方に広めるのも私たちの役目だと思っていま
す」とおっしゃっていました。心の復興はなかなか目
に見えない。だからこそ地域にとって大事な活動だと
思います。

石原 正明　石原畳材 (有 )（岡山県・倉敷市）
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種類に応じた対応が必要。

東日本大震災。何か月経っても冷たい床の上での避難生活をされている映像を毎日の

ように見る。畳店として、何とかしたい。でも、どこに連絡すればいいのだろう。かえっ

て迷惑になるのではないか。各地の自治体を訪問し「自分達ができること」「自治体と

一緒にできること」「自治体にお願いすること」などを模索する。東日本大震災で被災

され避難所生活を経験された方のお話を聞きに宮城県南三陸町を訪問。そこで聞いた

お話がずっと心に残る。

「新しいブルーシートが敷いてあったものの、冷たくてどうしても子

供を寝かせられず壁にもたれながらずっと抱っこをしていました。」

「あの時、畳があれば添い寝をしてオッパイをあげることもできたか

もしれません。」

2020

コロナ禍
での活動を
考える

プロジェクト
の認知

経験を
伝える

再利用
・

軽量化

神戸市と防災協定1.14
前もっての準備として、各地自治体との連携を始める。
前もっての準備として、各地自治体との連携を始める。冷たい床に畳を敷けば、痛み

を少しでも和らげることができる。

長野県北部地震11.25 避難所 1 カ所に 40 枚の畳を届ける

避難所（屋久島）4カ所140枚の畳を届ける
口永良部島・新岳噴火5.29

避難所3カ所 217枚の畳を届ける
関東・東北豪雨9.9

畳を届けるんだプロジェクトのメンバーが被災地に入り、
避難所の皆様に畳をお届けすることができ
ることを伝える。

地元の畳店で
あることが重要。

・避難されている方にとって身近にある信頼（怪しくない）。

・全国のメンバーに被災地の状況（避難所や道路等）を適時に知らせることができる。
地域の皆様に、「災害時の避難所に畳が届

く仕組みがある」ということを、平常時

から知っていただく必要がある。各地で

の防災訓練・防災イベントに積極的に参

加。防災関係者との連携も図る。

避難所 16 カ所に 718 枚の畳を届ける

西日本豪雨6.28

大阪北部地震6.19 避難所 2 カ所に 40 枚の畳を届ける

九州北部豪雨7.10 避難所 5 カ所に 386 枚の畳を届ける

長らく防災訓練も中止や自粛で参加出来ない日々が続いたが、2022年からは再開する自治体も増えた。

様子を見つつ、我々も参加し活動の認知や災害時のための訓練に努める。

岡山県内のメンバーは「受け取る」活動に集中。
各地避難所を地元・近隣メンバーが巡回し、
自治体と打合せを実施。

災害の種類によって、
避難所の様相が違う。

北海道胆振東部地震9.6

令和元年台風 19 号10.12 長野市の避難所 7 カ所に 482 枚、栃木市の避難所 1 カ所に
40 枚の畳を届ける

避難所 2 カ所に 45 枚の畳を届ける

熊本県内の避難所 2 カ所に 60 枚の畳を届ける令和 2 年 7 月豪雨7.3

その災害の種類だけでひとくくりにする

ことも違うが、地震、噴火、水害、の避

難所を経験してきた。メンバー間での共

有はもちろんだが、各地域にお住いの皆

様とも共有をしていこうと考える。

避難所 40 カ所 6026 枚の畳を届ける
熊本地震4.14

被災地メンバーが熊本県内の避難所約80カ所
を巡回。各自治体との打合せを重ね、必要と
判断した避難所約40 カ所に畳をお届けする。
数カ所の避難所が集約されるタイミングには
畳の移設も。新たな避難所にパーテーション
や段ボールベッドが設置される前に畳を避難
所の全面に敷く。

「送りつける」は
いけない。

本当に必要な物、そのタイミングは被災地にしか
わからない。「お届けする」から「受け取る」へ。
最初から最後まで。

各地自治体との話し合いでは、畳の再利

用についての提案・紹介も始める。避難

者の方自身が授乳室や子供の遊び場とな

る教室などへの移動をしていただきやす

くするため、お届けする畳を軽量にする。

活動時に検温・消毒の徹底、自分たちで避難
所に畳を敷くのではなく施設スタッフの方へ
入り口で手渡しするなど、行動規範を見直し
活動。畳をお届けする他にも、地元畳店だか
らこそ県境を跨がない行動、土地勘の情報を
周囲へ提供できないか？など、自分たちの強
みを考え動く。

地元畳店だから
できることを、
模索しなおす。

2020 年が始まるとともに、思いがけない

速度で日本中に広まった COVID-19。未知

のパンデミックが起こる中でも災害は生

じる。その際に我々がどう動くべきか、

何をするべきか、刻々と変わる状況にあ

わせこのプロジェクトの在り方を見つめ

直しつづける。

2021

2022

プロジェクトの歩み。
災害時に動くのではなく、前もっての仕組みを全国の仲間とつくろう。

畳を届けるんだ

この気づきから次への行動

この気づきから次への行動

この気づきから次への行動

2014-2022
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現在地

震災直後は人がたくさん来て今思えば活気がありました。今
はそういう人たちがいなくなってアパートも空室だらけ。町
に活気がなくなった気がします。ハード面は２年前くらいに
復興が完了した感じです。岩手から宮城にかけて堤防もたく
さんできて、堤防より高い津波が来たら・・・と思うことも
もちろんありますが、少しは安心です。周りの人も自分自身
も震災の話はあえてしない気がします。ただあれから月日が
経つにつれて震災を経験していない子どもたちが増えてきま

した。あえてしない震災の話もきちんと伝えていかなきゃな
らないとは思っています。

山口 正樹　大森畳店 (同 )　（岩手県・宮古市）

【東日本大震災】（2011年3月）
三陸沖を震源としてマグニチュード 9.0 の巨大地震とそれに伴う大規模な津波が発生。死者 19,747 人、

行方不明者 2,556 人、住家被害は 1,154,893 棟と未曾有の甚大な被害がもたらされた。

当時、工場は壊滅的に。命をかけてもう一度がんばらんとあかんと思ったのを覚えています。
町はずいぶんと復興してきましたが、大きいのは被災して一部区間しか走っていなかった南
阿蘇鉄道が、今年 2023 年の 7月に 7年ぶりに全線開通したこと。あれだけ被害を受けたの
に復旧したことはすごいことだとメディアでも取り上げられていましたが、なにより地域の
人たちがすごく喜んで。地域にとって、すごい節目だったんだなと改めて感じました。

福島 潤一郎　たたみ工房福島　（熊本県・上益城郡）

【熊本地震】（2016年4月）
熊本県と大分県で震度７の揺れが 28 時間以内に２度発生しその後も余震が続いた。18 万人を超える

方々が避難し、交通網も道路・鉄道・空路が一時不通になるなど、大きな被害が発生した。

南阿蘇鉄道の全線開通に
地域は大喜びしています。（阿蘇郡）

震災を知らない子どもたちに、
震災のことを伝える活動はこれから。（岩手県）

震災後、災害に強いまちづくりを、と市内６カ所に備蓄と避難所の役割を持つ防災拠点セ
ンターができました。ただ 2020 年に人吉で豪雨災害があり私たちの地域ではそちらの方
も被害が大きく、それ以降震災の話はあまりしなくなったように思います。水害で大きな
ダメージを受けたくま川鉄道も３年経ってようやく動き出したところ。全線運行にはあと
２年はかかるそうです。

里永製畳　里永光司（熊本県・宇城市）

震災ミュージアムが完成。（熊本市）
たまにお客さんのところに行くと「震災で壁にひびが入って」と震災の話になりますが、
日常的にはずいぶんと復興したように思います。７年経って今年（2023年）7月に震災ミュー
ジアムが完成。今も復旧工事が続く、熊本城が完成したら熊本の人にとっては一つの区切
りになるのではないでしょうか。

倉㟢 保広　倉崎商店 (株 )（熊本県・熊本市）

震災後さらにコロナ、水害と。
（宇城市・人吉市）

T
he 2016 
K
um
am
oto 

E
arthquake

G
reat E

ast 
Japan 
E
arthquake

した。当時から月日が経った今、
現地ではどのような様子なの
か。各地の被災地の「今」を地
元メンバーが報告します。
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避難所（屋久島）4カ所140枚の畳を届ける
口永良部島・新岳噴火5.29

避難所3カ所 217枚の畳を届ける
関東・東北豪雨9.9

畳を届けるんだプロジェクトのメンバーが被災地に入り、
避難所の皆様に畳をお届けすることができ
ることを伝える。

地元の畳店で
あることが重要。

・避難されている方にとって身近にある信頼（怪しくない）。

・全国のメンバーに被災地の状況（避難所や道路等）を適時に知らせることができる。
地域の皆様に、「災害時の避難所に畳が届

く仕組みがある」ということを、平常時

から知っていただく必要がある。各地で

の防災訓練・防災イベントに積極的に参

加。防災関係者との連携も図る。

避難所 16 カ所に 718 枚の畳を届ける

西日本豪雨6.28

大阪北部地震6.19 避難所 2 カ所に 40 枚の畳を届ける

九州北部豪雨7.10 避難所 5 カ所に 386 枚の畳を届ける

長らく防災訓練も中止や自粛で参加出来ない日々が続いたが、2022年からは再開する自治体も増えた。

様子を見つつ、我々も参加し活動の認知や災害時のための訓練に努める。

岡山県内のメンバーは「受け取る」活動に集中。
各地避難所を地元・近隣メンバーが巡回し、
自治体と打合せを実施。

災害の種類によって、
避難所の様相が違う。

北海道胆振東部地震9.6

令和元年台風 19 号10.12 長野市の避難所 7 カ所に 482 枚、栃木市の避難所 1 カ所に
40 枚の畳を届ける

避難所 2 カ所に 45 枚の畳を届ける

熊本県内の避難所 2 カ所に 60 枚の畳を届ける令和 2 年 7 月豪雨7.3

その災害の種類だけでひとくくりにする

ことも違うが、地震、噴火、水害、の避

難所を経験してきた。メンバー間での共

有はもちろんだが、各地域にお住いの皆

様とも共有をしていこうと考える。

避難所 40 カ所 6026 枚の畳を届ける
熊本地震4.14

被災地メンバーが熊本県内の避難所約80カ所
を巡回。各自治体との打合せを重ね、必要と
判断した避難所約40 カ所に畳をお届けする。
数カ所の避難所が集約されるタイミングには
畳の移設も。新たな避難所にパーテーション
や段ボールベッドが設置される前に畳を避難
所の全面に敷く。

「送りつける」は
いけない。

本当に必要な物、そのタイミングは被災地にしか
わからない。「お届けする」から「受け取る」へ。
最初から最後まで。

各地自治体との話し合いでは、畳の再利

用についての提案・紹介も始める。避難

者の方自身が授乳室や子供の遊び場とな

る教室などへの移動をしていただきやす

くするため、お届けする畳を軽量にする。

活動時に検温・消毒の徹底、自分たちで避難
所に畳を敷くのではなく施設スタッフの方へ
入り口で手渡しするなど、行動規範を見直し
活動。畳をお届けする他にも、地元畳店だか
らこそ県境を跨がない行動、土地勘の情報を
周囲へ提供できないか？など、自分たちの強
みを考え動く。

地元畳店だから
できることを、
模索しなおす。

2020 年が始まるとともに、思いがけない

速度で日本中に広まった COVID-19。未知

のパンデミックが起こる中でも災害は生

じる。その際に我々がどう動くべきか、

何をするべきか、刻々と変わる状況にあ

わせこのプロジェクトの在り方を見つめ

直しつづける。

2021

2022

プロジェクトの歩み。
災害時に動くのではなく、前もっての仕組みを全国の仲間とつくろう。

畳を届けるんだ

この気づきから次への行動

この気づきから次への行動

この気づきから次への行動

2014-2022
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これまでの
活動。

[ 2014 年 01月 -  2016 年 07月 ]

[ 01/14  ]　 兵庫県神戸市との防災協定を締結。

[ 09/05  ] 京都府との防災協定を締結。
[ 11/05  ]  兵庫県西宮市総合防災訓練に参加。

[ 01/26  ] 「イザ！美かえる大キャラバン！2014」に参加。
[ 03/20  ] 兵庫県豊岡市との防災協定を締結。
[ 03/21  ] 兵庫県神戸市・垂水区総合防災訓練に参加。
[ 05/11  ] 「SUMAあそ BOUSAIまな BOUSAI」に参加。
[ 07/16  ] 和歌山県和歌山市との防災協定を締結。
[ 08/12  ] 新潟県三条市との防災協定を締結。
[ 08/28  ] 兵庫県西宮市との防災協定を締結。

[ 11/25  ] 
[ 11/08  ]  国土交通省主催「大規模津波総合防災訓練」に参加。

長野県北部地震 ( 最大震度 6 弱 ) 発災の際、避難所へ
計 40 枚の畳をお届けしました。
11月22日に発災。50名ほどの方が避難されている所へお届けし、
お年寄りや体の不自由な方にもお使いいただきました。

[ 12/19  ]  石川県七尾市との防災協定を締結。

静岡県東伊豆町との防災協定を締結。

兵庫県伊丹市との防災協定を締結。
兵庫県香美町との防災協定を締結。
岐阜県下呂市との防災協定を締結。
東京都立川市との防災協定を締結。
愛知県名古屋市との防災協定を締結。
大阪府大阪市との防災協定を締結。
岐阜県垂井町との防災協定を締結。

島根県江津市との防災協定を締結。

滋賀県甲賀市総合防災訓練に参加。
和歌山県和歌山市総合防災訓練に参加。
東京都足立区との防災協定を締結。
茨城県石岡市総合防災訓練に参加。
東京都西東京市との防災協定を締結。

石川県白山市の防災訓練に参加。
茨城県かすみがうら市との防災協定を締結。
茨城県坂東市との防災協定を締結。
兵庫県たつの市との防災協定を締結。
近畿府県合同防災訓練を見学。
兵庫県高砂市総合防災訓練に参加。

[ 11/25 ]　

[ 11/27 ]
[ 11/30  ] 
[ 12/02 ] 
[ 12/08  ]
[ 12/11  ]
[ 12/14  ]
[ 12/16  ]

[ 11/26 ]　

[ 11/01 ]  
[ 11/01 ]  
[ 11/19 ]  
[ 11/22 ]  
[ 11/24 ]  

兵庫県姫路市総合防災訓練に参加。[ 09/09 ]  
広島県江田島市との防災協定を締結。
岡山県倉敷市総合防災訓練に参加。

[ 09/25  ]  
[ 09/26 ]  
[ 09/27 ]  
[ 09/29 ]  
[ 10/01 ] 
[ 10/07 ]  
[ 10/18 ]  
[ 11/01 ] 
[ 11/01 ]  石川県輪島市総合防災訓練に参加。

千葉県南房総市、鴨川市、鋸南町との防災協定を締結。

[ 07/08 ]  山梨県昭和町との防災協定を締結。
[ 07/10 ]  愛知県豊川市との防災協定を締結。

[ 06/30 ]  兵庫県高砂市との防災協定を締結。

[ 07/17 ]　 広島県安芸高田市との防災協定を締結。

[ 08/25  ] 茨城県小美玉市との防災協定を締結。
[ 08/26 ]  岡山県奈義町との防災協定を締結。
[ 08/27 ]  石川県輪島市との防災協定を締結。

[ 07/21 ] 茨城県水戸市との防災協定を締結。
[ 07/25・26 ] 
[ 07/27 ] 埼玉県和光市との防災協定を締結。
[ 07/29 ] 茨城県石岡市との防災協定を締結。
[ 08/04 ] 石川県矢田郷防災訓練に参加。
[ 08/06 ] 岡山県岡山市との防災協定を締結。
[ 08/23 ] 奈良県奈良市防災訓練に参加。

[ 01/25  ]  「イザ！美かえる大キャラバン！2015」に参加。
[ 01/30  ]  滋賀県湖南市との防災協定を締結。

[ 01/23  ]  滋賀県甲賀市との防災協定を締結。

[ 03/17 ]　 BERT INTERNATIONALと防災協定を締結。
[ 03/19 ] 兵庫県姫路市との防災協定を締結。
[ 03/24  ] 千葉県館山市との防災協定を締結。
[ 03/25 ] 

[ 06/16 ]  
[ 06/01 ]  栃木県宇都宮市との防災協定を締結。

[ 05/29 ] 

[ 04/23  ] 岡山県倉敷市との防災協定を締結。
兵庫県播磨町との防災協定を締結。[ 05/14  ]  

[ 05/25  ]  岡山県真庭市との防災協定を締結。

[ 04/07  ] 石川県志賀町、白山市との防災協定を締結。

口永良部島 ・新岳の噴火によって屋久島にできた避難所に、
140枚の畳をお届けしました。
畳をお届けした際に「雰囲気が一変しました」「畳で寝れて良
かった」とたくさんのお礼の言葉をいただきました。

内閣官房の政策
「国土強靭化」の “民間の取組み事例集” に
掲載されました。

神戸のショッピングセンターで畳の紙芝居を披露。

[ 09/01 ]  

関東・東北豪雨災害時、避難所に畳を約200 枚
お届けしました。
栃木県鹿沼市・茨城県常総市・つくばみらい市の3ヵ所の避
難所に計217枚をお届け。「ありがたいものが来た !」と、県・
市職員、ボランティアの方々もお手伝いくださいました。

[ 08/30 ]  北但大震災90年メモリアル震災総合防災訓練に参加。

[ 08/31 ]    

山梨県昭和町の防災訓練に参加。

東京都狛江市との防災協定を締結。
兵庫県「浜キャンプ SUMA 2016」に参加。

栃木県日光市との防災協定を締結。

山梨県中央市との防災協定を締結。
静岡県富士宮市との防災協定を締結。
奈良県田原本町との防災協定を締結。
千葉県旭市との防災協定を締結。
大阪府大東市との防災協定を締結。
岐阜県揖斐郡大野町との防災協定を締結。
高知県土佐市との防災協定を締結。

千葉県浦安市との防災協定を締結。
埼玉県富士見市との防災協定を締結。
埼玉県所沢市との防災協定を締結。

[ 05/18 ] 
[ 05/22 ]   

[ 05/16  ]

[ 05/23  ]　
[ 05/27  ]
[ 05/31  ] 
[ 06/02  ] 
[ 06/20  ] 
[ 06/29  ]
[ 07/06  ]

[ 04/21  ] 
[ 04/21  ] 
[ 04/22  ]
[ 05/13  ] 岐阜県海津市との防災協定を締結。

[ 04/14  ]

[ 03/15  ] 
[ 03/16  ] 

[ 02/22  ] 
[ 02/29  ]
[ 03/05  ]
[ 03/05  ]
[ 03/08  ]

[ 03/29  ]　
[ 03/29  ]　

[ 03/30  ]
[ 03/30  ] 

[ 01/19 ] 
[ 01/21  ]  
[ 01/24  ]　
[ 01/29  ]　
[ 01/31  ]
[ 02/05  ] 

熊本地震 ( 最大震度 7 ) 発災の際、避難所に6,680 枚の畳を
お届けしました。
「この長期間を過ごせたのは畳のおかげです。」といったお礼
のお言葉をたくさん頂戴しました。役所や自衛隊をはじめ様々
な方がご協力くださいました。

栃木県芳賀郡茂木町と防災協定を締結。
神奈川県厚木市との防災協定を締結。

東京都八王子市との防災協定を締結。
愛知県豊橋市との防災協定を締結。
茨城県坂東市点検式に出席。
茨城県梅ケ丘地区防災訓練に参加。
東京都「建築・建材展 2016」に出展。

三重県亀山市との防災協定を締結。
長野県長野市との防災協定を締結。

神奈川県平塚市との防災協定を締結。
神奈川県足柄上郡大井町との防災協定を締結。

埼玉県新座市との防災協定を締結。
愛知県春日井市との防災協定を締結。

山口県下関市との防災協定を締結。

滋賀県米原市との防災協定を締結。

兵庫県「20万人市民いたみまるごと防災訓練」に参加。

兵庫県「イザ!美かえる大キャラバン ! 2016」に参加。

山梨県笛吹市との防災協定を締結。
千葉県市川市との防災協定を締結。

[ 07/13 ] 
[ 07/08  ]

2014 年

2015 年
2016 年



vol .009 ［ 5 日で 5000 枚の約束。  ］ 09

[ 2016 年 07月 -  2017 年 08月 ]

熊本地震時、避難所で遊ぶ子供たち。(神戸新聞より提供 )

[ 08/28 ] 
[ 08/28  ]  
[ 08/29 ] 
[ 08/31  ]  

[ 08/28  ]

[ 09/01 ]　

[ 09/04 ]

[ 09/04 ] 
[ 09/04 ] 

[ 09/04  ]
[ 09/04  ]
[ 09/04  ]
[ 09/04  ]

[ 09/04 ]　

[ 08/01 ] 
[ 08/02 ]   

[ 07/14  ]
[ 07/19  ]
[ 07/22・23 ]

[ 08/05  ]　
[ 08/17  ]
[ 08/18  ] 
[ 08/25  ] 
[ 08/28  ] 
[ 08/28  ]
[ 08/28  ]

岐阜県羽島市総合防災訓練に参加。
千葉県市川市総合防災訓練に参加。
岐阜県高山市との防災協定を締結。
東京都日野市との防災協定を締結。

長野県長野市総合防災訓練に参加。

兵庫県姫路市総合防災訓練に参加。

愛知県豊川市防災訓練に参加。

岐阜県下呂市総合防災訓練に参加。
岐阜県高山市総合防災訓練に参加。

京都府総合防災訓練に参加。
石川県総合防災訓練に参加。
千葉県旭市総合防災訓練に参加。
愛知県名古屋市総合防災訓練に参加。

愛知県豊橋市総合防災訓練に参加。

[ 07/14  ]  山梨県都留市との防災協定を締結。

和歌山県橋本市との防災協定を締結。
岐阜県羽島市との防災協定を締結。

山梨県甲府市との防災協定を締結。
広島県三次市との防災協定を締結。
東京都「みらい市」に出展。

栃木県茂木町総合防災訓練に参加。
岐阜県山県市との防災協定を締結。
静岡県静岡市との防災協定を締結。
兵庫県加古川市との防災協定を締結。
奈良県田原本町総合防災訓練に参加。
山梨県中央市総合防災訓練に参加。
愛知県春日井市総合防災訓練に参加。

[ 11/24 ] 山梨県大月市との防災協定を締結。
[ 11/26  ]  東京都日野市総合防災訓練に参加。

[ 11/28  ] 山梨県道志村との防災協定を締結。

[ 09/08 ] 
[ 09/12  ]  
[ 09/15  ]　
[ 09/18  ]　
[ 09/21  ]
[ 09/24  ] 

兵庫県加西市との防災協定を締結。
岐阜県岐阜市との防災協定を締結。
大阪府泉佐野市との防災協定を締結。
岡山県倉敷市自主訓練に参加。
栃木県真岡市との防災協定を締結。
岡山県倉敷市総合防災訓練に参加。

[ 10/16  ] 石川県加賀市総合防災訓練に参加。
[ 10/16  ] 岐阜県岐阜市総合防災訓練に参加。

[ 10/02  ] 石川県白山市総合防災訓練に参加。
[ 10/02  ] 神奈川県日産企業祭「遊人ぴあ 2016」に参加。

[ 10/07  ] 山梨県南都留郡山中湖村との防災協定を締結。

[ 10/03  ] 広島県海田町との防災協定を締結。
[ 10/04  ] 岐阜県恵那市との防災協定を締結。

[ 10/22  ]　 静岡県静岡市清水区「親子防災キャンプ」に参加。

[ 10/21  ]　 静岡県焼津市との防災協定を締結。

[ 10/30 ] 東京都西東京市総合防災訓練に参加。
[ 10/30 ]   東京都足立区総合防災訓練に参加。

[ 10/23  ] 岐阜大野町防災訓練に参加。
[ 10/26  ] 三重県鈴鹿市との防災協定を締結。
[ 10/28  ] 熊本県熊本市との防災協定を締結。
[ 10/28  ] 埼玉県富士見市総合防災訓練に参加。
[ 10/30  ] 埼玉県和光市「BOUSAIフェア」に参加。
[ 10/30  ] 広島県海田町総合防災訓練に参加。
[ 10/30  ] 石川県輪島市総合防災訓練に参加。

[ 11/01  ]　 兵庫県西宮市総合防災訓練に参加。
[ 11/05  ] 大阪府大東市総合防災訓練に参加。
[ 11/13  ] 兵庫県高砂市総合防災訓練に参加。
[ 11/15  ] 三重県四日市との防災協定を締結。
[ 11/20  ] 滋賀県甲賀市総合防災訓練に参加。
[ 11/20  ] 石川県白山市総合防災訓練に参加。
[ 11/21  ] 栃木県鹿沼市との防災協定を締結。
[ 11/22  ] 岐阜県瑞穂市との防災協定を締結。

[ 09/25  ] 千葉県浦安市総合防災訓練に参加。
[ 09/29  ] 宮崎県宮崎市との防災協定を締結。

[ 08/05  ] 

[ 08/20  ] 

[ 03/13 ] 岐阜県揖斐郡池田町との防災協定を締結。
[ 03/15  ] 三重県伊賀市との防災協定を締結。
[ 03/21 ] 兵庫県加古郡稲美町との防災協定を締結。
[ 03/22  ] 大阪府高槻市との防災協定を締結。
[ 03/23  ] 静岡県富士市との防災協定を締結。
[ 03/24  ] 広島県東広島市との防災協定を締結。

[ 03/29 ] 山梨県富士吉田市との防災協定を締結。
[ 03/27  ] 新潟県見附市との防災協定を締結。

[ 06/04  ] 千葉県「いちかわ環境・防災フェア」に参加。
[ 06/11  ] 新潟県見附市防災訓練に参加。

[ 04/18  ] 大阪府和泉市との防災協定を締結。
[ 04/21  ] 岐阜県可児市との防災協定を締結。
[ 04/26  ] 東京都渋谷区との防災協定を締結。
[ 04/27  ] 徳島県徳島市との防災協定を締結。

[ 05/08  ] 奈良県北葛城郡広陵町との防災協定を締結。
[ 04/27  ] 東京都青梅市との防災協定を締結。

[ 05/22  ] 大阪府堺市との防災協定を締結。

[ 07/14  ]　 茨城県つくばみらい市との防災協定を締結。
[ 06/13  ]　 栃木県芳賀郡芳賀町との防災協定を締結。

[ 07/30  ] 石川県加賀市防災訓練に参加。
[ 07/31  ] 神奈川県綾瀬市との防災協定を締結。

[ 08/05  ] 
千葉県鴨川市防災訓練（宿泊体験型）に参加。

[ 03/06 ]　 兵庫県新温泉町との防災協定を締結。
[ 03/11 ]　 静岡県「防災フェスタ inしみず 2017」に参加。

[ 03/29  ]  茨城県常総市との防災協定を締結。
[ 03/31  ]　 大阪府四条畷市との防災協定を締結。
[ 04/04  ]　 奈良県葛城市との防災協定を締結。
[ 04/04 ] 奈良県香芝市との防災協定を締結。

[ 11/30  ] 富山県射水市との防災協定を締結。
[ 12/16 ] 兵庫県尼崎市との防災協定を締結。

[ 01/13 ] 滋賀県草津市との防災協定を締結。
[ 01/16 ]   香川県高松市との防災協定を締結。
[ 01/17  ]　

[ 02/20 ] 千葉県富津市との防災協定を締結。
[ 02/20 ] 東京都台東区との防災協定を締結。
[ 02/20  ]  徳島県板野郡藍住町との防災協定を締結。
[ 02/22 ] 富山県小矢部市との防災協定を締結。
[ 02/28  ]  熊本県宇土市との防災協定を締結。

[ 01/19  ] 大阪府柏原市との防災協定を締結。
[ 01/26 ] 千葉県印西市との防災協定を締結。
[ 01/28・29 ] 宮崎県宮崎市商工会議所主催産業祭に参加。
[ 01/29  ] 
[ 02/05  ] 大阪府大東市地域防災訓練に参加。
[ 02/05  ] 東京都渋谷隣交町会もちつき大会に参加。
[ 02/07  ] 広島県広島市との防災協定を締結。

兵庫県「イザ !美かえる大キャラバン 2017」に参加。

神戸県尼崎市「1.17 は忘れない」防災訓練に参加。

栃木県茂木市防災訓練に参加。
愛知県春日井市防災訓練に参加。

2017 年

[ 09/06•08  ] 台風 10 号発災の際、岩手県久慈市の支援物資集積所に
100 枚の畳をお届けしました。
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岡山県真庭市防災訓練に参加。[ 09/03 ]  

[ 2018 年 09月 -  2022 年 08月 ]

東京都立川市防災訓練に参加。

茨城県つくばみらい市防災訓練に参加。

神奈川県「防犯防災フェスタ2018」に参加。

石川県加賀市防災訓練に参加。

東京都「災害時の住環境・生活環境 EXPO」に参加。

栃木県芳賀町防災訓練に参加。

静岡県静岡市立横内小学校防災訓練に参加。

東京都日野市防災訓練に参加。

岐阜県岐阜市防災訓練に参加。

岐阜県大野町防災訓練に参加。

埼玉県和光市防災訓練に参加。

東京都台東区防災訓練に参加。

東京都狛江市防災訓練に参加。

千葉県印西市防災訓練に参加。

岡山県笠岡市防災訓練に参加。

静岡県静岡市番町市民活動センター防災訓練に参加。

広島県尾道市との防災協定を締結。

[ 10/15・16 ] 

[ 09/09 ] 
[ 10/13 ] 
[ 10/14 ] 
[ 10/14 ] 

[ 10/16 ] 
[ 10/18 ] 
[ 10/20 ] 
[ 10/20 ] 
[ 10/21 ] 
[ 10/21 ] 
[ 10/21 ] 
[ 10/21 ] 
[ 10/21 ] 
[ 10/28 ] 

[ 10/28 ] 
[ 10/28 ] 

東京都「代々木公園防災ライフフェス2019」に参加。

東京都足立区長門小学校防災訓練に参加。
茨城県富津市土砂災害避難訓練に参加。
広島県海田町防災訓練に参加。

静岡県「防災フェスタ2019 inしずおか」に参加。

兵庫県「1.17 は忘れない」に参加。
愛知県豊田市との防災協定を締結。
高知県四万十市との防災協定を締結。
北海道北見市との防災協定を締結。
栃木県塩谷町との防災協定を締結。

三重県津市との防災協定を締結。
高知県宿毛市との防災協定を締結。

高知県吾川郡いの町との防災協定を締結。

栃木県益子町との防災協定を締結。

栃木県茂木町防災訓練に参加。
神奈川県平塚市防災訓練に参加。
愛知県春日井市防災訓練に参加。
岐阜県垂井町防災訓練に参加。
東京都青梅市防災訓練に参加。
北海道北見市防災訓練に参加。
「SHIBUYA 防災フェス2019」に参加。
京都府長岡京第九小学校防災訓練に参加。
岐阜県高山市防災訓練に参加。
愛知県豊川市防災訓練に参加。
奈良県田原本町防災訓練に参加。
愛知県名古屋市防災訓練に参加。
愛知県豊橋市防災訓練に参加。
千葉県旭市防災訓練に参加。
石川県白山市防災訓練に参加。

[ 01/17 ] 
[ 01/18 ] 
[ 01/18 ] 
[ 01/21 ] 
[ 01/25 ] 
[ 02/20 ] 
[ 03/10 ] 
[ 03/10 ] 
[ 04/08 ] 
[ 04/29 ] 
[ 06/02 ] 
[ 06/02 ] 
[ 06/09 ] 
[ 06/17 ] 

[ 08/25 ] 

[ 08/25 ] 

[ 08/05 ]

[ 08/25 ]  
[ 08/30 ] 
[ 08/31・09/01 ]
[ 09/01 ]  

[ 08/24 ]

[ 09/01 ]
[ 09/01 ]  

[ 09/01 ]    
[ 09/01 ]  

[ 09/01 ] 
[ 09/01 ] 
[ 09/01 ]   

東京都大田区との防災協定を締結。
東京都「災害時の住環境・生活環境 EXPO」に参加。
兵庫県西脇市との防災協定を締結。
兵庫県高砂市防災訓練に参加。
兵庫県西宮市防災訓練に参加。
山梨県甲府市防災訓練に参加。
岐阜県羽島市防災訓練に参加。
兵庫県姫路市防災訓練に参加。

東京都立川市防災訓練に参加。

兵庫県「ピクニックマーケット vol,7」に参加。
兵庫県三田市との防災協定を締結。
奈良県大和高田市防災フェアに参加。
兵庫県宝塚市と防災協定を締結。
東京都狛江第五小学校防災訓練に参加。
東京都狛江市立第三中学校防災訓練に参加。
大阪府大東市防災訓練に参加。

[ 10/28 ] 

[ 10/31 ] 
[ 11/03 ] 
[ 11/05 ] 

[ 11/10 ] 

[ 11/10 ] 
[ 11/10 ]

[ 11/19 ] 
[ 11/24 ] 

[ 12/08 ]  

[ 11/17 ]  

[ 12/01 ]  

[ 12/01 ]  
[ 12/01 ] 

[ 10/20 ] 

[ 10/27 ] 

[ 10/20 ]  

[ 10/27 ]

[ 10/29・30 ]  

[ 11/09・10 ]     

台風 19 号発災の際、長野市内の避難所 7ヶ所に畳 595 枚
お届けしました。
畳の搬入の際、地元の中学硬式野球チーム「長野北シニア」の皆さん
が協力をしてくださいました。

台風 19 号発災の際、栃木市の避難所 1ヶ所に畳を 40 枚
お届けしました。
防災協定を結んでいる栃木市から畳の要請。栃木の連絡窓口店が水浸し
の状態でしたが、宇都宮のメンバーに引き継ぎをし、迅速に畳をお届け
することが出来ました。

石川県加賀市防災訓練に参加。
東京都台東区防災訓練に参加。

岐阜県岐阜市防災訓練に参加。[ 10/20 ] 

九州北部豪雨災害時、視察に動きました。
各役所に確認の上、避難所を巡回。今回は一部避難所に既
存の畳があったことや、避難指示解除のタイミングなどから、
新しい畳のお届けは不要と判断しました。

静岡県静岡市立横内小学校体育館防災合宿に参加。

東京都日野市防災訓練に参加。

[ 09/04・05 ]  

[ 09/27・28 ]  
[ 10/05 ] 

岐阜県大野町防災訓練に参加。[ 10/20 ] 

奈良県大和高田市との防災協定を締結。

[ 07/09 ] 

徳島県徳島市加茂名小学校防災訓練に参加。
東京都足立区総合防災訓練に参加。
千葉県いすみ市防災訓練に参加。
東京都「初台地区町会連合防災フェア」に参加。
兵庫県「ピクニックマーケット」に参加。
兵庫県神戸市夢野の丘小学校防災訓練に参加。
奈良県葛城市防災訓練に参加。
山梨県山梨市との防災協定を締結。

[ 11/11 ] 
[ 11/11 ] 
[ 11/17 ] 
[ 11/17 ] 
[ 11/18 ] 
[ 11/24 ] 
[ 11/24 ] 
[ 11/27 ] 

千葉県大多喜町防災訓練に参加。
兵庫県高砂市防災訓練に参加。
兵庫県西宮市防災訓練に参加。
広島県福山市との防災協定を締結。

[ 11/04 ] 
[ 11/05 ] 

[ 11/06 ] 

[ 11/04 ] 
徳島県徳島市防災訓練に参加。[ 10/28 ] 

2019 年

[ 01/26 ]  
[ 02/02 ] 
[ 02/09 ]  
[ 02/23 ] 
[ 03/24 ]  

[ 04/17 ]  

[ 01/18 ]  
 兵庫県「ひょうご安全の日のつどい」に参加。

 東京都「渋谷防災キャラバン」に参加。

 兵庫県伊丹市防災訓練に参加。

 徳島県徳島市防災訓練に参加。

兵庫県西脇市防災訓練に参加。

徳島県徳島市防災訓練に参加。

千葉県匝瑳市との防災協定を締結。
山梨県甲斐市との防災協定を締結。

[ 01/17 ]      

2020 年

2021 年

[ 02/05 ]  
 兵庫県太子町との防災協定を締結。
 徳島県上板市との防災協定を締結。

[ 01/12 ]      

[ 09/06 ]  
[ 09/14 ] 
[ 09/27 ]  
[ 10/13 ] 
[ 11/01 ]  

[ 11/15 ]  

[ 08/30 ]  
 愛知県知立市との防災協定を締結。
 愛知県春日井市防災訓練に参加。

 岐阜県高山市防災訓練に参加。

 兵庫県川西市との防災協定を締結。
静岡県「めぐるりアート静岡」に参加。

東京都「災害時の住環境・生活環境 EXPO」に参加。

岡山県倉敷市防災訓練に参加。

東京都立川市防災訓練に参加。

[ 07/03 ]      

[ 11/22 ]  東京都台東区防災訓練に参加。

[ 10/26 ]  東京都「災害時の住環境・生活環境 EXPO」に参加。

[ 11/07 ]  石川県加賀市防災訓練に参加。

[ 11/14 ]  東京都立川市防災訓練に参加。

[ 11/14 ]  兵庫県加古川市防災訓練に参加。

[ 11/20•21 ]  奈良県「アウトドア&防災フェスティバル」に参加。

2022 年

[ 05/26 ]   神奈川県二宮町との防災協定を締結。
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[ 2017 年 08月 -  2018 年 09月 ]

[ 11/05  ] 大阪府堺市総合防災訓練に参加。

[ 11/09 ] 千葉県御徒町との防災協定を締結。
[ 11/05  ] 兵庫県高砂市防災訓練に参加。

[ 11/11  ]　 愛知県名古屋市緑区防災フェスタに参加。
[ 11/11  ]　 茨木県つくばみらい市防災訓練に参加。
[ 11/12  ]　 東京都立川市防災訓練に参加。
[ 11/19  ]　 奈良県葛城市地区防災訓練に参加。
[ 11/25  ]　 大阪府高槻市防災訓練に参加。
[ 11/26  ]　 石川県原子力防災訓練に参加。
[ 11/26  ]　 茨城県五霞町防災訓練に参加。
[ 11/26  ]　 香川県高松市防災訓練に参加。
[ 11/26  ]　 徳島県徳島市防災訓練に参加。

[ 08/27 ] 

[ 08/27 ] 

[ 08/27 ]   

[ 08/27  ]
[ 08/27  ]

[ 08/27  ]　

[ 09/03 ] 
[ 09/03  ]  

[ 09/02・03 ]
[ 09/03  ] 
[ 09/03  ] 
[ 09/03  ] 
[ 09/03  ]
[ 09/03  ]
[ 09/03  ]

[ 09/03  ]
[ 09/03  ]
[ 09/11 ]

[ 10/15 ] 
[ 10/15  ]  
[ 10/16 ] 

[ 10/01  ]
[ 10/02  ]
[ 10/10・11 ]

[ 10/16  ]  
[ 10/21 ]　

[ 10/27 ]
[ 10/27  ] 
[ 10/27 ] 
[ 10/29  ]
[ 11/01  ]

[ 10/22 ]　

[ 09/11 ] 
[ 09/11 ]   
[ 09/24  ]　
[ 09/24  ]
[ 09/29   ] 
[ 10/01  ] 
[ 10/01  ] 

[ 08/26 ] 山梨県甲府市防災訓練に参加。

岐阜県垂井町防災訓練に参加。

東京都青梅市防災訓練に参加。

千葉県市川市防災訓練に参加

岐阜県羽島市防災訓練に参加。
岐阜県池田町総合防災訓練に参加。

奈良県田原本町防災訓練に参加。

愛知県名古屋市防災訓練に参加。
岐阜県可児市総合防災訓練に参加。

東京都「渋谷防災フェス」に参加。
千葉県旭市防災訓練に参加。
愛知県豊川市防災訓練に参加。
愛知県豊橋市防災訓練に参加。
岐阜県高山市防災訓練に参加。
岐阜県下呂市総合防災訓練に参加。
兵庫県西播磨地域姫路市合同防災訓練に参加。

京都府八幡市防災訓練に参加。
神奈川県綾瀬市防災訓練に参加。
香川県観音寺市との防災協定を締結。

岐阜県岐阜市防災訓練に参加。
石川県輪島市防災訓練に参加。
岡山県久米南町との防災協定を締結。

広島県海田町防災訓練に参加。
奈良県奈良市との防災協定を締結。
東京都「災害時の住環境・生活環境 EXPO」に参加。

岡山県美咲町との防災協定を締結。
静岡県静岡市防災合宿に参加。

千葉県いすみ市との防災協定を締結。
千葉県勝浦市との防災協定を締結。
千葉県大多喜町との防災協定を締結。
東京都足立区避難所防災訓練に参加。
兵庫県西宮市防災訓練に参加。

東京都狛江市防災訓練に参加。

香川県善通寺市との防災協定を締結。
東京都町田市との防災協定を締結。
千葉県浦安市防災訓練に参加。
富山県小矢部市防災訓練に参加。
栃木県栃木市との防災協定を締結。
愛知県豊橋市防災訓練に参加。
広島県三次市防災訓練に参加。

[ 12/03 ] 
[ 12/03 ] 
[ 12/09 ] 
[ 12/10 ] 
[ 12/14 ] 

奈良県奈良市防災訓練に参加。
大阪府大東市防災訓練に参加。
東京都日野市防災訓練に参加。
徳島県徳島市防災訓練に参加。
栃木県さくら市との防災協定を締結。

[ 08/01 ] 
[ 08/05 ] 
[ 08/05 ] 
[ 08/18 ] 

[ 08/26 ] 
[ 08/26 ] 
[ 08/26 ] 
[ 08/26 ] 
[ 08/26 ] 
[ 08/26 ] 
[ 08/26 ] 
[ 08/26 ] 
[ 08/26 ] 

[ 08/26 ] 

[ 08/25・26 ] 

[ 07/20・21 ] 

栃木県茂木町防災訓練に参加。
奈良県田原本町防災訓練に参加。
神奈川県平塚市総合防災訓練に参加。
山梨県甲府市防災訓練に参加。
愛知県春日井市防災訓練に参加。
千葉県勝浦市防災訓練に参加。
千葉県浦安市防災訓練に参加。
岐阜県羽島防災訓練に参加。
岐阜県池田町防災訓練に参加。

石川県能美市防災訓練に参加。
石川県輪島市防災訓練に参加。
東京都町田市防災訓練に参加。

東京都青梅市防災訓練に参加。

岐阜県垂井町防災訓練に参加。

東京都「みらい市」に参加。
千葉県多古町との防災協定を締結。

[ 01/17 ] 
[ 01/21 ] 
[ 02/23 ] 
[ 03/11 ] 

[ 03/28 ] 

[ 04/12 ] 
[ 06/28 ] 
[ 06/28 ] 

[ 07/18 ] 

[ 04/03 ] 

[ 03/20 ] 

兵庫県尼崎市防災訓練に参加。
兵庫県伊丹市防災訓練に参加。

静岡県清水市防災訓練に参加。

大阪府「大災害時の避難所について考える」に参加。

愛知県北名古屋市との防災協定を締結。

岡山県笠岡市との防災協定を締結。

[ 03/26 ] 群馬県高崎市との防災協定を締結。

徳島県北島町との防災協定を締結。
香川県丸亀市との防災協定を締結。
岡山県矢掛町との防災協定を締結。
西日本豪雨災害時、岡山県・広島県の避難所に畳を約 718
枚お届けしました。
お届けした後にもメンバーが手分けして避難所を巡回し、処分
や再利用に関して提案をさせていただきました。

大阪北部地震（最大震度 6 弱）発災の際、避難所に畳を
40 枚お届けしました。
既に防災協定を締結し、防災訓練を共にしていたこともあって、
情報のやりとり、活動をスムーズに行うことができました。

北海道胆振東部地震（最大震度 7）発災の際、避難所に
45 枚の畳をお届けしました。
「床がビニールタイルで冷たく硬いので、とても役に立っ
ています。また、い草の匂いがいい眠りに繋がっている
と言われています」といったお礼のお声を頂戴しました。

[ 09/06 ] 

[ 09/01 ] 
[ 09/01 ] 
[ 09/01 ] 
[ 09/02 ] 
[ 09/02 ] 
[ 09/02 ] 
[ 09/02 ] 
[ 09/02 ] 

[ 09/01・02 ] 
[ 09/01・02 ] 
[ 09/26 ] 

東京都「渋谷防災フェス」に参加。
静岡県静岡市防災訓練に参加。

千葉県市川市防災訓練に参加。

愛知県豊橋市防災訓練に参加。
愛知県豊川市防災訓練に参加。
千葉県旭市防災訓練に参加。
岐阜県下呂市防災訓練に参加。
兵庫県美方郡香美町防災訓練に参加。
愛知県名古屋市防災訓練に参加。

岐阜県可児市防災訓練に参加。

京都府綾部市防災訓練に参加。

2018 年

北海道胆振東部地震、避難所にて。

西日本豪雨災害時、岡山県の避難所にて。
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八幡平市在住の絵本編集者、末盛千枝子さんら有志が集まり、被
災地に絵本を届けようと東日本大震災の直後、2011 年 3 月 24 日
にスタート。2カ月ほどで全国から約23万冊が集まり、青森、岩手、
宮城、福島の被災地に計約12万5千冊を届けた。

汚れや落書きなどがあった残りの本は盛岡市内の小学校や保育園
で活用されている。当初から「10 年」を目標にしてきた活動は
2021年 3月に終了。

「3.11 絵本プロジェクトいわて」について

FOCUS
[ 連載 ]

特別対談 vol.8

小綿久徳さん
× 5日で5000枚の約束。

「もうそろそろいいのでは」の言葉の奥。
2011 年の東日本大震災の直後に立ち上がった、被災地の子どもたちへ絵
本を届けるプロジェクト「3.11 絵本プロジェクトいわて」でボランティ
アスタッフとして被災地に絵本を届けてきた小綿さん。盛岡市役所の職

員として、絵本プロジェクトのスタッフとして、被災地を見守ってこら
れた小綿さんと当プロジェクト事務局長・前田が「被災地で活動するこ
と」を考えました。（下部写真：左から前田、小綿さん）

（3.11 絵本プロジェクトいわて / 盛岡市役所 副消防防災監）

前田：小綿さんに初めてお会いしたのは「3.11 絵本プロジェク
トいわて」として神戸でのイベントにいらっしゃったときです
ね。確か2021年 11月頃でした。

小綿さん：そうです。兵庫図書館の館長さんに紹介してもらって。
あの時、前田さんは 5000 枚のプロジェクトの展示をしてらっ
しゃって、そこでプロジェクトの話も色々と聞かせていただき
ました。

前田：それから数日後に小綿さんからメールをいただいたんで
すよね。「これだけ全国の市町村と防災協定を締結されているの

に、東北地方ではひとつも無いのには意味があるのでしょうか」
と。

小綿さん：そうでした。前田さんからプロジェクトのお話を伺っ
てから、インターネットで色々と見させていただいたら、すご
いプロジェクトだなと。でも、これだけ全国の自治体ときちん
と協定を結んでいるのになぜ我々東北の自治体だけ進んでない
んだろう、という素朴な疑問でした。なにか理由があるのでは
と思い、早速前田さんにメールしたんです。

前田：そこからは電話だったか随分とやりとりさせてもらいま
したよね。ああやって小綿さんに聞かれて、自分自身の迷いと
いうかもやもやしていたものがよみがえって。正直にお伝えし
ました。
震災後、10 年が過ぎたけれども、あれだけ大きな災害でまだま
だ復興途中。それどころではないのではないか。東北のメンバー
にも負担になるのではないか。だから自分のなかではまだまだ
早いんじゃないかと思っています、と。
その時、小綿さんは私の話をじーっと聞いてくださって、すこ

し間を置いたあとにおっしゃったんです。「もうそろそろいいの
では」と。

小綿さん：はい、そう言いましたね。

前田：その言葉にポンと背中を押されたように感じたんです。
自分はずっと足踏みしたままでモヤモヤしていたので。

小綿さん：そうでしたか。そのお話を伺ったときは、もうみな
さん仮設住宅から出られて行政が行うようなハード面はほぼ復
興が終わっていたころ、というのもあったと思います。
仮設住宅がなくなったのはやっぱり一つの区切りだとは思って
いました。

前田：もちろんそれもあったんだとは思います。でも小綿さん
のあの言葉には、単にハード面が復興してきたからという客観
事実だけではなく、もっと被災者の方々の気持ちの移り変わり
も感じられていたのではないかなと受け取ったんです。そうい
うことも含めての言葉だったのではないかと。

どうしても
進められなかった、
東北での防災協定。




